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交流電源の取り扱いは安全面の観点から，教具として用いられるにとどまり，技術科における
教材としては敬遠されがちであった。しかし，消費者による省エネルギー行動が推進される現代
社会においては，消費電力を計測し，可視化する学習の重要性が高まっている。
また，文部科学省の論点整理では中学校技術分野における課題としてC領域とデジタル技術との
関連が十分に図られていないことが指摘されて1）おり，両者を統合的に扱う教材の需要がある。
そこで本教材では，センサによって得られたデータを集計・分析する学習を通して，消費電力

の計測および通信が可能なスマートメーターを安全に製作できる教材の開発を試みた。

開発の動機 〜 スマートメーターの製作を通して、交流電源に関する理解と省エネルギー意識の醸成を図る〜

計測においては相関の高さだけでなく，校正
や回路設計を含めた総合的な調整が、基準値
との一致を得るために重要である。本教材で
は，基準値をもとにプログラム上で校正を行
い，測値を扱うこととした

開発

評価 電化製品を20秒間測定した際に得られた最大の皮相電力
を用いて比較

➢ ADS1115では，計測値が基準値より小さ
くなった主な要因として，CTの巻数や磁
気特性のばらつきにより出力電圧が低下
したことに加え，バーデン抵抗やADCの
ゲイン設定の影響が挙げられる。そのた
め、校正を行わない場合には計測値が過
小評価される結果となった

• 本研究の計測値の評価では，エルパ社のエコキーパーを基準値としてAC電流センサ
（SCT-013-000）と磁性体にエナメル線を2000回巻いた自作の電流センサを用いた

➢ MCP3004では相関係数がやや低いもの
の，外付けのオフセット回路および分圧
回路によって基準値に合わせたスケーリ
ングが行われているため，計測値の絶対
値は基準値に近い結果となった

流れ

測定データを活用し，
省エネルギー行動を促
進するための機能や工
夫について検討する

1）文部科学省,教育課程企画特別部会,論点整理（案）,令和7年9月19日,pp51-54,(https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku01-000044901_7.pdf?utm_source=chatgpt.com)
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